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○ 飲酒運転の根絶
飲酒運転を「しない、させない」という
「飲酒運転を許さない社会環境」作りに取
り組みましょう。
○ 歩行者の安全確保
1 横断歩道を渡る際は、運転者に対して横断する意思を明確に伝
え、安全を確認してから横断しましょう。
2 横断歩道は歩行者優先です。横断歩道に近づけば減速し、横断
しようとする歩行者がいないか確認の上、歩行者がいれば必ず一

時停止しましょう。
○ 自転車の安全利用の推進
自転車は、原則として車道通行、車道は左側通行、歩道は車道寄り
を徐行するなど、交通ルールを守り、安全に利用しましょう。 ベルメ
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1 特殊詐欺対策
・ 留守番電話に設定、知らない番号からの電話に[!意なんュ
・ お金、カード、電子マネーなどの話が出たら電話をf切、ゑ1
'電話を切つた後は、すぐにちょっと確認電話に電話をfか lヵ御、
2 空き巣などの侵入盗対策    ※0120-508-878
'在宅中も施錠をする。           こ″llt わなや

・ 長期間留守にする場合は、新聞を止めるなど、在宅している
ように見せる工夫をする。
3 乗り物盗対策
・ 自転車やオートバイには確実に施錠、ツーロックをする。
・ キーをつけたまま、車を離れない

4 車上ねらい対策
・ 車内に荷物を放置しない。
・ 短時間でも車から離れる時は施錠する。
5 ひったくり対策
・ 歩くときは、車道と反対側の手に鞄を持つ。
自転車のカゴには、ひったくり防止カバーを取り付ける。
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用ヘレメットの着用力独 轟鰹燎ふ麒 血

法律の施行前ですが、転倒時の被害防止のためにも、日頃か

ら乗車用ヘルメットの着用を習慣化させましょう。
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箕島駅前交番

「箭肉勝裏切らない」の台

詞であなじみ、谷本みちや先
生こ和歌山県警察による「筋肉」
・詐欺楡害防止体操が完成 ′

和歌山県警察の公式 Yo“ Tub
チャンネ′Lで動面公間中 ′

^

上体操

谷本みちや先生 × 和歌山県警察

箕島駅前交番だより 令和 4年 12月号 回覧

有田湯浅警察署では、防災無線により特殊詐欺事件の警戒広報等を実施することがあります。ご協力お願いします
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お金の動きが慌ただしくなる年末年始は、犯罪や事故が多発する傾向にあ

● 特殊詐欺対策
・留守番電話に設定、知らない番号からの電話に「出ない」
・お金、カード、電子マネーなどの話が出たら電話を「切る」
・電話を切った後は、すぐにちょっと確認電話に電話を「かける」

県警の特殊詐欺被害防止専用フリーダイヤル
ちょっと確認電話
0120-508-878に れはわなや)
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● 空毯単なこの優入盗対策
。在宅中も施錠をする。
・長期間留守にする場合は、新聞を止めるなど、
在宅しているように見せる工夫をする。 58*ui, 
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谷本みちや先生が送 る
筋 肉・詐欺被 害防止体操

「筋肉は裏切らない」のセリ
フでおなじみ、谷本みちや先
生と和歌山県警察 |こよる「筋
肉」・詐欺被害防止体操が完
成 !
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○ 黎洒運転の根絶
飲酒運転を「しない・させない」という「飲酒運転を許さない社会環境」作りに取り組み

ましょう。

○ 歩行者の安全確保
横断歩道は歩行者優先です。横断歩道に近づけば減速し、横断しようとする歩行者がいな

いか確認のうえ、歩行者がいれば必ず一時停止しましょう。

○ 自転率の安全利用の推進
自転車は、原則として車道通行、車道は左側通行、歩道は車道寄りを徐行するなど、交通

ルールを守り、安全に利用しましょう。
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有田湯浅警察署では、 より特殊詐欺事件の警戒広報等を実施することがあります。ご協力お願いします。
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